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このコーナーに記載のある人口・世帯数は、2019 年 5月１日現在のものです。（アパート含む）
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東
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出 春
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夫
お

さん

File72 来
らい

丸
まる

町

毎年６月中旬、ブルーミングロ
ード周辺ではホタルを観測でき
ます。近くにお立ち寄りの際は、
ぜひ鑑賞してみてくださいと話
す東出さん。

来
丸
町
の
町
域
は
広
く
、
手
取
川
か

ら
１
キ
ロ
の
小
さ
な
集
落
の
南
側
に

は
、
物
見
山
と
市
役
所
本
庁
舎
が
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
南
の
丘
陵
山
地
へ
細
長

く
続
き
、
加
賀
産
業
道
路
は
町
の
中
央

を
東
西
に
走
り
ま
す
。
現
在
、
53
世
帯

１
８
４
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

来
丸
と
い
え
ば
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は

十
村
役
太
田
家
の
存
在
で
す
。
享
和
元

年
（
１
８
０
１
年
）
ご
ろ
に
来
丸
村
へ

移
住
し
た
太
田
家
は
、十
村
役
と
し
て
、

旧
山
上
村
の
和
佐
谷
を
除
く
各
集
落
38

ヵ
村
の
農
村
を
管
理
監
督
し
て
い
ま
し

た
。
今
も
太
田
家
八
代
文
三
郎
の
墓
は

市
の
史
跡
と
し
て
遺
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
原
始
・
古
代
の
遺
跡
が
数
多

く
分
布
し
て
い
る
こ
と
も
特
徴
で
、
特

に
来
丸
丘
陵
上
に
存
在
す
る
数
々
の
古

墳
群
は
、
こ
の
辺
一
帯
で
の
先
人
の
活

躍
が
伺
え
ま
す
。

「
古
く
か
ら
の
伝
統
や
歴
史
、
神
社

や
獅
子
舞
が
あ
る
こ
と
が
自
慢
で
す
」

と
話
す
の
は
町
会
長
の
東
出
さ
ん
。

防
災
活
動
で
は
、
町
民
同
士
の
交
流

す
る
機
会
と
し
て
捉
え
、
避
難
訓
練
の

後
に
落
語
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
他
の

行
事
と
組
み
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。防
災
セ
ン
タ
ー
完
成
時
に
は
、

高
齢
者
を
対
象
に
、
食
事
付
き
の
セ
ン

タ
ー
見
学
ツ
ア
ー
を
催
行
。
秋
常
山
古

墳
も
見
学
し
、
大
変
好
評
で
し
た
。

「
防
災
と
福
祉
を
共
に
行
う
こ
と
が

大
切
。
普
段
の
暮
ら
し
も
、災
害
時
も
、

地
域
で
の
助
け
合
い
が
重
要
だ
か
ら
で

す
」
と
東
出
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

今
年
４
月
、
健
康
ロ
ー
ド
の
一
部
が

競
歩
の
練
習
用
コ
ー
ス
と
し
て
「
ブ
ル

ー
ミ
ン
グ
ロ
ー
ド
」
と
名
づ
け
ら
れ
、

除
幕
式
に
は
鈴
木
雄
介
選
手
を
筆
頭

に
、た
く
さ
ん
の
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
後
は
競
技
者
の
練
習
や
市
民
の
健
康

づ
く
り
に
利
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

来
丸
町
に
ま
た
、
新
し
い
に
ぎ
わ
い

が
生
ま
れ
そ
う
で
す
。

「太田家十村役の歴史や
　　　　豊富な遺跡がある町」
　

100 段を超える石段と市内最大の大杉がある気多神社は、町民のご奉賛に
より昨年一部改修され、手洗い場も新設されました。

　令和を祝い
　　戸籍届出特設窓口を開設しました
　令和を迎えた初日の５月１日、お祝いムードを盛り

上げるため、市役所本庁舎に特設窓口を開設しました。

　婚姻・出生の届出をされた方に、お祝いボードを置

いた特設スペースで写真撮影するサービスを実施した

ほか、婚姻届を提出した方には、フォトフレームと商

品券、出生届を提出した方には、柚子の苗木またはカ

バの絵本が贈られました。当日は、婚姻届は能美市誕

生以来最多の 24件、出生届は３件の提出がありました。

市民ホールで行われた企画展の様子 寺井体育館に掲揚
した懸垂幕

井出市長と「ひぽ能ん・ゆず美ん」もお祝いしました。

　天皇陛下御即位記念
　市役所本庁舎の市民ホールでは、５月１日から「～

平成から令和へ～」と題して企画展示を行いました。

　また、市役所本庁舎、寺井体育館、根上総合文化会

館に懸垂幕を掲げ、祝意を表したほか、市役所の各窓

口には「祝・令和、おめでとう令和」とデザインされ

たパネルを設置し、新時代の幕開けをお祝いしました。
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和光台‐Wakodai‐

和光台町会長

冨
とみ

田
た

 將
まさる

さん

File73 和
わ

光
こう

台
だい

住民同士の仲が良く、外で過ご
しやすい季節には、グループ単
位で集まってバーベキューをす
ることがよくある楽しい町です
と話す冨田さん。

和
光
台
は
平
成
10
年
に
宅
地
の
分
譲

が
開
始
さ
れ
、
翌
年
４
月
に
自
治
会
が

発
足
し
た
能
美
市
で
一
番
新
し
い
町
で

す
。
い
し
か
わ
動
物
園
の
南
側
に
隣
接

し
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
こ
の
町

に
は
、
現
在
３
５
４
世
帯
１
１
９
１
人

が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

和
光
台
最
大
の
特
徴
は
、
住
民
の
平

均
年
齢
の
若
さ
で
す
。「
住
民
の
多
く

が
子
育
て
世
代
で
、
年
が
近
い
こ
と
も

あ
り
、す
ぐ
に
顔
な
じ
み
に
な
り
ま
す
」

と
話
す
の
は
町
会
長
の
冨
田
さ
ん
。「
和

光
台
の
子
ど
も
が
通
う
和
気
小
学
校

は
、
学
年
の
垣
根
を
越
え
児
童
の
仲
が

良
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
子
ど
も
を
通
じ

て
親
同
士
の
つ
な
が
り
も
自
然
と
広
が

っ
て
い
く
ん
で
す
」
と
住
民
の
交
流
に

つ
い
て
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

町
の
中
心
に
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
「
虚
空
蔵
会
館
」
は
交
流
の
拠
点
と

な
っ
て
お
り
、
毎
年
８
月
に
和
光
台
ま

つ
り
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
壮
年
団
や

子
供
会
が
中
心
と
な
り
模
擬
店
が
企
画

さ
れ
、
住
民
は
飲
食
し
な
が
ら
歓
談
す

る
な
ど
思
い
思
い
に
楽
し
み
ま
す
。
町

独
自
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
か
る
が
も

の
輪
」
の
活
動
も
虚
空
蔵
会
館
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
妊
娠
中
の
方
や
未
就
園

児
を
持
つ
保
護
者
た
ち
が
参
加
し
て
お

り
、
子
育
て
の
悩
み
ご
と
を
相
談
し
た

り
情
報
を
共
有
し
た
り
す
る
交
流
の
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
内
を
見
て
回
る
と
、
建
設
中
の
家

が
何
軒
も
あ
り
、
今
後
も
住
民
が
増
え

て
い
く
こ
と
が
想
像
で
き
ま
し
た
。
前

回
、
虚
空
蔵
会
館
で
開
か
れ
た
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
和
光
台
の
若
い

住
民
か
ら
人
口
増
加
を
踏
ま
え
た
公
共

交
通
機
関
や
子
育
て
・
教
育
環
境
に
つ

い
て
の
提
案
が
積
極
的
に
出
て
い
ま
し

た
。
自
分
た
ち
と
町
の
未
来
を
考
え
る

姿
を
見
て
、
和
光
台
は
暮
ら
し
や
す
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
さ
ら
に
発
展
し

て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

「和やかなつながりが感じられる
　　　　　　　市内で一番新しい町」
　

わがまち自慢のコーナーは今月号で完結となります。取材に応じてくださった町会・町内会長をはじめ、ご協力いただきました全ての皆さ
まに改めて感謝申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　企画振興部市長戦略室

緑に囲まれ新しい家が立ち並ぶ和光台。写真左手前の茶色の建物は、町の
コミュニティ施設虚空蔵会館。

このまちがもっと好きになるこのまちがもっと好きになるこのまちがもっと好きになるこのまちがもっと好きになる

子どもから高齢者まで、安心・安
全に暮らせるように、橋の改修を
含め、これからも獣害対策や災害
対策の工事を行っていく予定です
と話す安田さん。

File74 和
わ

佐
さ

谷
だに

町

和佐谷町会長

安
やす

田
た

 巖
いわお

さん

能
美
市
の
最
も
東
に
位
置
し
、
手
取

川
を
挟
ん
で
旧
鶴
来
町
に
相
対
す
る
と

こ
ろ
に
立
地
す
る
和
佐
谷
町
。
現
在
、

34
世
帯
83
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
町

に
は
国
道
の
鶴
来
バ
イ
パ
ス
が
通
っ
て

お
り
、
街
中
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
良
好
で

す
。
和
佐
谷
橋
の
架
か
る
前
の
昭
和
８

年
ま
で
は
、
船
で
川
を
渡
っ
て
お
り
、

和
佐
谷
の
渡
船
場
は
人
馬
の
交
通
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。
昭

和
８
年
に
、念
願
の
つ
り
橋
が
完
成
し
、

昭
和
33
年
に
は
鉄
製
に
改
築
。町
民
は
、

橋
が
揺
れ
な
い
こ
と
を
喜
び
ま
し
た
。

そ
し
て
昨
年
よ
り
、
和
佐
谷
橋
は
再
び

改
修
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
達
が

安
心
し
て
通
学
で
き
る
橋
へ
と
生
ま
れ

変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
橋

は
、
半
世
紀
持
つ
と
言
わ
れ
て
お
り
、

完
成
は
今
秋
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
き
れ
い
な
川
に
し
か
戻
っ
て

こ
な
い
と
い
う
サ
ク
ラ
マ
ス
が
生
息

し
、
山
林
の
保
有
面
積
は
市
内
１
位
と

い
う
、豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
同
町
。

「
夜
空
が
と
て
も
き
れ
い
な
ん
で
す
」

と
話
す
の
は
、
町
会
長
の
安
田
さ
ん
。

「
和
佐
谷
町
は
、
校
区
が
白
山
市
な

ん
で
す
。
だ
か
ら
、
能
美
市
と
の
繋
が

り
が
希
薄
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い

ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

３
月
に
は
、
市
長
を
呼
ん
で
懇
話
会

を
開
催
。
毎
年
開
催
し
て
い
る
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
、
今
年
で
３
回
目
を

迎
え
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
、
町
民
が
能

美
市
民
と
し
て
実
感
す
る
大
切
な
機
会

「豊かな自然に囲まれた
　　　　　　　　橋の架かる町」

和佐谷橋の両端には、かつての吊り橋時代を彷彿とさせる頑強な塔が残っ
ています。橋を渡ると心地よい風が吹き、美しい手取川が見渡せます。

和佐谷町‐Wasadani‐ と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
も

新
た
に
開
始
。
町
民
同
士
の
家
族
ぐ
る

み
の
交
流
を
増
や
す
た
め
、
町
外
に
い

る
家
族
も
参
加
可
能
に
し
ま
し
た
。

「
今
ま
で
町
会
活
動
に
な
か
な
か
参

加
で
き
な
か
っ
た
方
も
、
気
軽
に
顔
を

出
し
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
、
安
田
さ
ん

は
町
民
に
呼
び
か
け
る
よ
う
に
話
し
ま

し
た
。
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